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2007年06月11日
独立行政法人海洋研究開発機構

沖縄本島南方の海底で奇妙な形態の深海生物を発見
～新種のクシクラゲの可能性～

海洋研究開発機構(理事長　加藤康宏)は、沖縄本島南方(約200km)の
琉球海溝において撮影した画像の解析を行った結果、奇妙な形態のクシ
クラゲ＊1の１種を発見し、既知のクシクラゲ類とは分類学的に異なる
新種である可能性が高いことが判明しました。

今回解析した画像は、2002年4月5日に琉球海溝(北緯24度25分、東
経127度21分：別紙)の水深7,217mの海底において無人探査機「かいこ
う」の訓練潜航中に撮影したものですが、本成果は、クシクラゲ類の分
類系統についての見直しおよび再編を進めていく中で明らかになりまし
た。

本成果については、今月出版される科学雑誌「Plankton and
Benthos Research」の2巻2号に掲載されます。

概要

この深海生物はクシクラゲの仲間で、２本の長いフィラメント(糸状
の構造)の先端を海底にアンカーを打つようにして付着させ、凧のよ
うに浮いており、このフィラメントの反対側の胴体から２本の触手
を伸ばし、餌となる生物を捕食していると推測される(写真A～D)。

画像を詳細に解析した結果、今回発見した深海生物は、櫛板を八本
持っていることから有櫛動物門(クシクラゲ)の1種であることが判明
し、２本の長い触手を持ち袖状突起や耳状突起を有しないことなど
からフウセンクラゲの仲間であることが明らかとなった。しかし、
これまでに知られているフウセンクラゲの仲間には存在しないフィ
ラメントが存在し、それらを用いて海底に付着していることから、
これまでに知られているクシクラゲ類とは異なる新種の可能性が高
い。

今回発見されたクシクラゲの生体は採取されておらず、また得られ
た画像からも内部構造の解析ができない。クシクラゲ類の分類・種



同定を確定するためには、体内部の水管構造などを詳細に観察する
ことが必要であるため、今後、生体の標本を採集する必要がある。

〔用語解説〕

＊ 1　クシクラゲ：
クシクラゲ類は有櫛動物門(ゆうしつどうぶつもん)に属し、櫛板(くしい
た)と呼ばれる組織を持つ。代表的なものは沿岸にしばしば出現するウリ
クラゲ、カブトクラゲ、フウセンクラゲなどがある。名前に「クラゲ」
と付いてはいるが、いわゆるクラゲ類(ミズクラゲ、エチゼンクラゲな
ど)は刺胞動物門に属し、刺胞(しほう)と呼ばれる組織をもつものであ
り、この二つは別のグループである。どちらも多くは体が透明でゼリー
質の組織から成ることから、分類学的に門のレベルで異なっているが、
どちらも「クラゲ」と呼ばれているようである。クシクラゲ類は世界で
100～150種程度の現生種が知られている。

別紙



※黄色い星印（沖縄本島沖約200km）が発見箇所。

参考

・無人探査機「かいこう」（上段）と「かいこう7000II」（下段）



「かいこう」  

  ランチャー ビークル

全長 5m 3m

幅 2m 2m

高さ 2m 2m

空中重量 5.3トン 5.3トン

最大潜航深度 11,000m

「かいこう7000II」  

  ランチャー ビークル

全長 5m 3m

幅 2m 2m

高さ 2m 2m

空中重量 5.3トン 5.3トン

最大潜航深度 7,000m

海洋機構では1995年より10,000m級無人探査機「かいこう」を運用
していましたが、2003年5月に四国沖で2次ケーブルの破断事故により
ビークルを亡失しました。そのため、代替機として、7,000m級細径光
ファイバー式無人探査機「UROV7K」を改造して「かいこう」ランチャ
ーと一体化し、「かいこう7000」としました。その後、さらに改良を加
え、現在は「かいこう7000II」として運用しています。
「かいこう7000II」は、有人潜水調査船では不可能な、地形が複雑で危
険な深海域の調査を行うことを目的とした無人探査機です。最大で水深
7,000ｍまで潜航し、2本のマニピュレータ（ロボットアーム）や撮影機
材を用いて、試料の採取や高画質映像・画像の撮影を行います。
7,000mという潜航深度は、現在、世界トップクラスを誇ります。

詳細は次のホームページをご覧ください。
http://www.jamstec.go.jp/j/about/equipment/ships/kaiko7000.html



写真（A）～(D)：
いずれも、海底にフィラメントを固定し、触手を伸ばして浮遊する様
子。
本体部分の大きさは、約5～8cm×10～20cm、フィラメントの長さは約
1.5～2.5mとみられる。

お問い合わせ先：
(本研究全般について)

極限環境生物圏研究センター
海洋生態・環境研究プログラム　研究員　ドゥーグル・リンズ
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海洋生態・環境研究プログラム　招聘研究員　三宅　裕志
電話：(046)867-9563
研究推進室長　村田　範之
電話：(046)867-9600

(報道について)
経営企画室
報道室長　大嶋　真司
TEL：(046)867-9193


